
講 師 ： ①山梨大学教育学部２年 秋田颯斗 さん
（『やまなしスポーツ指導者』養成プロジェクト受講者）

②山梨県スポーツ協会 早川通泰 さん

参加者 ： 中学生10名、小学生2名
             中学校教員4名、小学校教員1名

内 容 ： ○はじめの挨拶
（県チラシ配布、事業の説明とアンケートのお願い）

○準備体操、ボールを使ったアップ、ゲーム、
                 シュート練習、ゲーム

      ○おわりの挨拶
              （参加者の感想、山梨学院大学によるアンケート）

【参加者の感想及びアンケートより】※一部

○「最初はうまくいかなかったけど、指導してもらってうまく
シュートが入った」

○「バスケは好きだけど指導をされる機会が無く、斜め45度か
らのシュートが一番入りやすいことを知らなかった。」

○【講師の大学生より】子どもたちが楽しんでいた様子を見て、
「今後こういった指導機会があればやってみた」、「後輩を
誘って、広めたい」
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小規模自治体のモデル事例



【まとめ】
○今回は、単発事業のため甲府市在住の大学生を講師とすることができたが、継続事業としていくために
は、継続的な指導者確保が必要となる。

○大人の認識は、「中学生の活動」という意識があり、生涯スポーツという観点から子ども・大人に関わら
ないスポーツ活動の実現には、意識改革が必要である。

○子どもの反応は大変好評あり、子どもから保護者へ伝達されることで周知が進んでいくことに期待したい。
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「とても楽しかった」
「次回も参加したい」
「他の種目もやりたい」

という声が多数

１／２８（火）
山梨日日新聞に活動の記事
が掲載されました。

次回の希望種目は？
「サッカー」「ソフトテニス」
「バドミントン」「卓球」
「ソフトボール」 など
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